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三
筆
研
魏
　
　
．
第
コ
＋
カ
、
雛

難

録

一
一
八

ヅ
ユ
ル
ケ
ム
の
計
及
び
其
の
祉
宴
座
的
研
究銅

直

勇

　
一
九
一
七
年
十
一
月
九
日
、
エ
ミ
「
ル
・
ヅ
ユ
川
ケ
ム
が

死
ん
だ
。
嚢
に
其
の
子
息
が
セ
〃
ピ
ア
に
戦
死
し
て
以
來

快
々
と
し
て
樂
ま
ず
、
健
康
も
亦
勝
れ
改
か
つ
左
と
傳
へ
・

ら
れ
疫
が
逮
に
五
十
九
歳
を
も
つ
て
逝
い
た
の
で
あ
る
。

ヅ
昌
ル
ケ
ム
は
タ
璽
ド
、
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ウ
ォ
置
ト
噛
ジ
ム

メ
ア
等
と
共
に
最
近
肚
會
學
の
大
家
と
し
て
語
る
べ
か
ら

ざ
る
入
で
あ
る
。
私
は
左
に
少
し
く
彼
の
小
傳
と
、
其
の

肚
記
章
的
研
究
の
一
斑
を
述
べ
て
彼
の
死
を
記
念
し
だ
い

と
思
ム
。

彼
の
闘
歴
の
詳
細
、
性
格
の
如
何
等
は
、
其
の
死
が
極

最
近
の
事
實
で
あ
る
が
息
め
ヒ
、
に
こ
れ
を
鯨
ム
べ
き
資

料
は
殆
ん
ど
未
だ
現
れ
て
み
な
い
。
只
其
の
門
下
生
ダ
ピ

．
書
の
記
す
所
に
よ
る
と
彼
は
一
八
五
八
年
フ
ラ
ン
ス
の
エ

ビ
ナ
「
ル
に
生
れ
、
長
じ
て
其
庭
の
ユ
レ
P
ジ
ュ
に
入
っ
た

後
更
に
韓
じ
て
ル
イ
ニ
世
の
リ
セ
塗
に
學
び
一
八
七
九
年

に
高
等
師
範
學
校
に
由
由
し
カ
。
そ
し
て
一
八
八
二
年
に

哲
學
の
ア
グ
レ
ぜ
エ
の
試
験
に
蓮
過
し
て
諸
腱
の
中
學
校

に
哲
學
を
敏
溶
し
た
。
此
墳
か
ら
彼
は
專
ら
カ
を
胱
會
學

の
研
究
に
注
い
だ
が
更
に
其
研
究
を
一
暦
進
め
る
崇
め
に

一
年
の
休
職
を
許
さ
れ
て
其
宇
を
バ
リ
に
淺
り
の
牟
を
濁

逸
に
曇
っ
た
。
彼
が
漸
く
學
界
に
認
め
ら
る
㌧
に
逡
っ
穴



leos

の
は
、
彼
が
猫
逸
か
ら
蹄
國
後
、
哲
學
評
論
、
萬
國
敏
選

評
三
等
に
於
セ
駿
表
し
控
猫
逸
に
於
け
る
哲
學
研
究
に
關

す
る
論
文
に
よ
っ
て
望
あ
っ
泥
。
か
く
て
一
八
八
七
年
ボ

〃
ド
7
大
払
丈
科
大
學
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
牡
會
學
及
び
教

育
浸
め
講
義
を
婚
齢
し
カ
。
記
憶
す
べ
き
は
佛
國
大
盤
に

於
て
肚
會
學
の
講
義
が
開
設
さ
れ
π
の
は
こ
れ
が
疇
矢
と

い
ふ
乙
と
で
あ
る
。
次
で
一
八
九
六
年
濁
弄
し
て
一
講
座

と
な
る
に
及
ん
で
彼
は
其
の
講
座
自
任
の
敷
授
に
任
ぜ
ら

れ
て
之
、
に
一
九
〇
二
年
棲
で
在
任
し
π
。
然
る
に
同
年

バ
リ
の
ソ
ア
ポ
ン
又
古
墨
予
科
大
鵬
の
敏
直
黒
敷
授
ピ
イ

ソ
ン
の
代
理
と
し
て
敏
育
學
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

一
九
〇
六
年
更
に
其
の
講
座
は
鍛
育
學
及
び
就
會
學
に
愛

更
さ
れ
爾
來
彼
は
蒲
扇
き
其
の
敏
授
と
し
て
在
任
し
、
嶋

方
コ
レ
ー
ジ
凱
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
故
竃
屋
1
3
敏
授
と
相
封

し
て
佛
國
肚
會
竿
立
の
二
分
野
を
劃
し
て
み
た
の
で
あ

る
。

－
ヅ
凱
ル
ケ
ム
の
著
書
と
し
て
世
に
公
に
さ
れ
た
も
の
は
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の
五
書
が
あ
る
。
其
他
幾
多
の
論
丈
目
鋒
は

　
Ω
・
9
閃
①
マ
国
・
］
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翻
り
犀
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．
胆
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●
お
録

の
霧
末
に
網
羅
し
て
あ
る
。
両
ヅ
ユ
ル
ケ
ム
の
事
業
と
し
－

て
忘
る
、
こ
と
の
出
置
な
い
こ
と
は
其
の
主
裁
の
下
に
な

る
十
二
巻
の
胱
會
年
報
叢
書
の
登
行
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ

に
よ
っ
て
彼
及
び
其
の
協
同
者
即
ち
所
謂
肚
會
學
年
報
涙

諸
學
者
の
薪
研
究
を
公
起
す
る
と
共
に
諸
般
の
鮭
會
科
學

の
新
出
論
著
中
姦
濫
學
研
究
上
特
に
必
要
と
患
は
る
＼
も

の
に
就
い
て
批
評
紹
介
を
企
て
一
八
九
七
年
以
後
一
九
一

三
年
費
で
十
二
巻
を
績
上
し
π
の
で
あ
る
。
尤
も
宿
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



　
　
　
　
　
　
　
惣
、
撃
．
、
研
，
究
・
　
鎮
二
ま
九
號

螂
　
於
て
こ
の
計
鑑
は
多
少
の
門
訴
を
加
へ
ら
れ
だ
が
、
此
の

1　
中
に
は
宗
敏
杜
言
言
、
原
始
宗
敢
の
研
究
に
就
て
特
に
注

　
回
す
べ
き
蔑
多
の
研
究
が
網
載
さ
れ
て
る
る
。

　
ヅ
ユ
ル
ケ
ム
の
就
會
學
に
甥
す
る
貢
献
は
少
で
と
竜
こ

れ
を
二
つ
に
分
け
る
乙
と
が
出
罷
る
。
・
即
ち
彼
が
飛
會
學

的
方
法
論
の
源
理
を
樹
立
し
π
こ
と
＼
、
更
た
其
等
原
理

を
男
用
し
て
特
殊
の
魁
會
現
象
に
新
研
究
を
行
ふ
π
之
と

で
あ
る
。
後
者
の
研
究
中
特
に
其
の
道
徳
的
法
律
的
砺
究

・
宗
激
的
肚
會
學
の
研
究
、
三
智
學
的
認
識
論
の
研
究
等
は

後
世
倫
理
學
法
律
學
宗
敏
學
認
識
論
等
肚
會
學
以
外
の
研

．
究
者
に
属
し
て
も
寄
出
す
る
所
が
甚
だ
多
い
で
あ
ち
う
。

、
今
愛
憎
か
ち
少
し
く
述
べ
て
見
π
い
。

　
ヅ
ユ
ル
グ
、
ム
の
斌
會
學
に
勤
す
る
努
力
は
先
づ
肚
會
學

を
し
て
如
何
に
し
て
一
の
思
立
な
る
自
律
的
自
然
科
學
π

ら
し
め
る
か
に
塁
砦
す
る
。
帥
ち
彼
の
見
る
所
に
よ
る
と

甦
會
的
事
歴
は
書
聖
的
事
實
そ
の
竜
の
に
よ
っ
て
読
明
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
二
〇

れ
ね
ば
な
ら
繊
。
鮭
會
薬
事
實
は
生
物
現
象
と
も
又
心
理

現
象
と
菟
異
づ
だ
特
別
な
る
現
象
で
あ
る
と
い
ム
之
と
で

あ
る
。
　
　
「
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
・
．

　
蓋
し
從
來
思
想
家
が
肚
會
現
象
に
勢
し
巴
て
執
ゆ
來
つ
た

騰
心
論
的
考
察
を
排
し
て
一
の
言
立
な
る
實
謹
的
薪
科
學

を
樹
立
し
尤
の
は
實
に
コ
ン
ト
、
ス
ペ
ン
ず
同
等
の
貢
献

で
あ
っ
カ
。
然
し
な
が
ら
彼
の
考
ふ
る
所
に
よ
る
と
、
此

等
の
証
會
學
に
於
て
生
物
學
と
肚
會
學
と
の
親
密
な
關
係

が
高
潮
さ
れ
た
結
果
、
爾
響
岩
會
學
を
竜
っ
て
生
物
學
に

翻
す
る
一
部
門
で
あ
る
か
の
如
き
傾
向
を
生
じ
來
0
だ
。

．
面
し
て
彼
の
心
理
學
的
皇
運
學
は
正
に
其
の
反
動
と
し
て

生
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
鮎
に
於
け
る
タ
3
ド
の
貢
献
は

大
な
る
も
の
が
み
る
α
然
し
な
が
ら
彼
の
考
ふ
る
所
に
よ

正
服
、
塚
墨
は
全
層
學
を
生
忍
野
よ
う
解
放
し
虎
乏
同

時
に
乙
れ
を
心
理
學
の
一
部
門
若
し
く
は
其
の
延
昆
と
見

る
傾
向
を
薮
達
せ
し
む
る
に
至
つ
だ
。
タ
婁
ド
に
野
す
る

彼
の
こ
の
見
解
が
正
し
い
か
否
か
は
姑
く
措
い
て
、
彼
は



　
　
か
く
考
へ
て
証
會
學
を
生
物
學
よ
ヴ
解
放
す
る
と
同
時
に

　
　
心
理
學
よ
う
も
解
放
し
て
一
の
自
律
的
濁
立
科
學
を
樹
立

　
　
す
る
の
が
自
己
の
任
務
で
あ
る
と
考
へ
だ
の
で
あ
る
。
帥

　
　
ち
融
會
的
叢
薄
を
書
入
心
理
の
上
か
ら
説
明
せ
ん
と
す
る

　
　
軌
聖
恩
會
學
界
の
主
潮
を
排
し
て
働
迄
も
就
労
的
集
團
的

　
　
号
音
に
よ
っ
て
之
を
説
明
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち

　
　
就
髪
型
が
濁
立
な
る
科
學
と
し
て
存
立
す
る
に
は
生
物
的

　
　
ぞ
も
な
く
心
理
的
で
竜
な
い
馨
る
特
別
な
る
事
實
叉
は
實

　
在
を
竜
っ
て
共
の
甥
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
滋
と
考
へ
た

　
　
の
で
あ
る
適

　
　
　
彼
は
か
く
の
如
き
見
地
か
ら
就
尊
号
念
望
の
概
念
を
以

　
　
て
、
個
人
意
識
の
外
に
存
立
し
て
個
人
意
識
に
自
己
を
推

　
　
し
附
け
る
所
の
行
動
と
考
へ
叉
は
講
ず
る
仕
方
で
あ
る
と

　
　
し
た
。
帥
ち
肚
會
的
と
認
め
ら
る
べ
き
特
徴
は
要
す
る
に

　
　
個
人
意
識
に
曝
し
て
外
在
的
で
あ
る
と
い
ム
芝
、
及
び
個

　
　
人
意
識
に
喫
し
て
強
制
作
用
を
及
し
叉
は
及
し
得
る
と
い

㎜
ふ
二
鮎
に
選
る
の
で
あ
る
・
か
や
う
淀
審
的
事
實
の

　
　
　
　
　
　
　
雑
・
　
録

学
人
心
理
的
詮
明
に
反
封
ず
る
彼
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
則

ち
彼
は
個
人
以
外
の
、
而
し
て
叉
何
等
か
雰
心
理
的
な
一

定
の
最
も
根
本
的
次
肚
會
繋
累
團
的
事
實
を
認
め
酒
こ
れ

を
根
雪
と
七
て
一
切
の
會
就
蜆
象
が
生
起
襯
達
す
る
も
め

と
解
激
し
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
然
し
彼
は
敢
會
現
象
よ
ム

個
人
的
要
素
を
登
然
放
逐
し
て
了
は
う
と
す
る
如
き
説
は

決
し
て
し
て
み
な
い
。
否
彼
の
所
謂
集
書
心
の
説
明
越
事

事
個
人
心
理
現
象
の
比
論
よ
う
な
り
、
又
少
鴎
と
も
其
の

初
期
の
研
究
に
於
て
は
比
較
的
個
人
的
要
素
を
重
要
親
し

だ
の
で
あ
る
が
、
彼
が
自
然
人
民
の
肚
會
現
象
の
研
究
に

没
頭
す
る
に
至
っ
て
反
個
人
心
理
的
傾
向
は
愈
々
強
く
な

つ
だ
の
で
あ
る
。
蓋
し
彼
の
魅
會
異
事
實
の
概
念
は
彼
の

茎
蜂
的
分
業
論
以
前
の
数
種
の
論
丈
に
於
て
竜
見
る
こ
と

が
出
梅
る
が
、
そ
が
精
練
を
へ
て
論
蓮
さ
れ
て
，
み
る
の
は

右
の
分
業
論
で
、
更
に
其
後
の
著
作
麿
曾
學
的
方
法
論
に

於
て
最
も
明
確
に
組
織
的
に
論
ぜ
ち
れ
て
居
る
。
　
　
’

　
彼
は
先
づ
聖
心
要
素
間
の
關
係
か
ら
個
人
的
表
象
が
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
コ



　
　
　
　
　
　
醤
．
襲
樽
，
癒
　
　
撫
隷
や
灘
騰

鵬
　
る
ε
を
見
、
此
の
個
人
の
生
理
的
實
膿
と
心
理
的
生
活
と

一　
　
を
結
合
す
る
關
係
と
牽
く
野
畑
の
關
係
が
胱
會
的
實
膿
と

　
就
尊
邸
生
活
と
を
結
合
し
て
み
る
も
の
と
見
尤
。
即
ち
彼

　
　
は
就
會
的
集
團
的
事
實
を
分
類
し
て
集
團
的
實
膿
と
集
團

　
的
生
活
と
に
分
ち
、
後
者
は
前
者
に
依
鵬
す
る
と
同
時
に

　
　
叉
之
と
颪
別
さ
る
、
も
の
で
、
二
者
の
關
係
は
昆
劇
機
能

　
と
器
官
と
の
關
係
と
同
様
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
而

　
し
て
彼
は
彼
の
所
謂
形
態
學
艶
事
實
を
竜
っ
て
集
圏
的
實

　
膿
と
し
、
生
理
學
諌
事
實
を
も
つ
て
集
隈
的
生
活
と
し
控
。

　
謂
ふ
駈
の
形
態
箪
的
事
實
と
は
胱
會
の
容
量
帥
ち
人
員
の

　
歎
と
髭
面
の
密
度
、
即
ち
人
口
集
申
の
度
合
と
の
二
者
で

　
あ
っ
て
、
彼
は
蹴
れ
を
以
っ
て
謡
講
蓬
歩
を
読
明
し
決
定

　
す
る
根
本
的
原
因
で
あ
る
と
説
い
て
み
る
。
此
の
織
に
於

　
て
彼
の
所
論
は
か
の
祉
會
的
煽
動
の
根
本
原
因
を
凡
て
其

　
時
代
の
純
濟
酌
組
織
の
麺
動
に
漏
せ
ん
》
す
る
マ
川
ク
ス

　
の
唯
物
史
観
｝
正
に
其
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
は
ね

　
耀
な
ら
粗
。
次
に
其
の
生
理
的
事
實
と
は
此
の
砒
會
凹
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
回
ニ

盤
よ
ウ
生
ず
る
宗
敏
通
事
實
、
道
徳
的
事
實
、
法
律
旧
事

實
、
経
濟
的
事
實
、
言
語
的
野
實
、
藝
徳
的
事
誓
事
を
い

ム
の
で
あ
る
。
彼
は
か
、
る
見
地
か
ら
肚
會
的
分
業
論
を

著
し
肚
會
の
容
量
及
び
密
度
の
章
動
が
如
何
に
し
て
分
業

を
登
逮
せ
し
め
、
叉
分
業
の
駿
逡
に
よ
っ
て
如
何
に
し
て

祉
會
…
進
化
及
び
人
格
の
襲
達
が
行
は
る
＼
か
を
論
明
せ
ん

と
し
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
魁
會
艶
事
實
は
甚
だ
複
雑
で
あ
る
、
そ
は

永
き
歴
吏
的
磯
達
の
過
程
中
に
漸
次
に
形
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
故
に
吾
人
は
此
の
登
達
の
全
過
程
を
瀕
っ
て
如

何
な
る
時
代
、
如
何
な
る
影
響
の
下
に
如
何
に
弔
意
的
事

實
の
成
立
要
素
が
獲
正
し
て
來
π
か
を
研
究
し
な
け
れ
ば

到
底
肚
會
的
事
實
の
盛
相
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い

の
で
あ
る
。
乙
＼
に
於
て
彼
は
歴
更
を
も
つ
て
盛
挙
學
的

方
法
の
必
需
な
る
道
具
乏
考
へ
た
。
然
し
欝
欝
學
の
研
究

は
歴
更
の
比
較
的
研
究
と
は
異
り
、
肚
面
的
制
度
一
般
の

研
究
で
あ
る
。
か
く
考
ふ
る
特
肚
會
學
藩
は
二
更
の
此
較



　
　
的
研
究
法
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
と
見
、
彼
は
こ
の
比

　
較
的
方
法
を
驚
愕
學
研
究
の
唯
一
方
法
と
ま
で
極
言
し
て

　
　
み
る
。
事
實
彼
の
認
識
は
次
第
に
歴
史
的
比
較
研
究
と
な

　
　
う
特
に
原
始
民
の
肚
會
現
象
の
研
究
に
多
く
の
力
を
注
ぐ

　
　
に
至
つ
だ
め
で
あ
る
。

　
　
　
蓋
し
彼
の
初
期
の
努
力
は
肚
會
的
轟
實
の
概
念
の
決
定

　
　
麗
…
明
に
あ
っ
掩
。
而
し
て
そ
の
所
謂
認
識
議
事
實
の
性
質

　
　
を
最
竜
よ
く
現
せ
る
竜
の
と
し
て
近
世
交
明
國
開
聞
に
於

　
　
け
る
道
徳
的
、
法
律
的
、
維
濟
的
諸
問
題
に
よ
り
多
く
の

　
努
力
を
傾
け
π
の
で
あ
る
。
然
か
竜
彼
が
歴
史
的
研
究
に

　
　
移
っ
て
・
原
始
民
間
の
杜
會
現
象
を
研
究
す
る
に
當
っ
て
宗

　
教
が
大
な
る
勢
力
を
有
し
て
み
る
も
の
な
る
こ
と
、
叉
宗

　
敢
現
象
は
秘
計
現
象
の
眞
相
を
最
も
よ
く
登
要
し
た
る
枇

　
會
現
象
で
あ
る
こ
と
を
写
る
に
三
つ
だ
。
結
果
彼
が
初
期

　
　
に
於
け
る
喉
物
的
傾
向
は
乙
の
期
に
及
ん
で
大
に
減
じ
て

　
糟
紳
的
観
念
的
傾
向
が
甚
だ
強
く
な
っ
た
冷
師
ち
彼
及
び

遡
　
所
謂
枇
會
學
年
報
派
の
諸
學
者
の
宗
敏
就
會
學
的
研
究
は

　
　
　
　
　
　
難
　
　
　
鐘

か
く
て
溌
多
の
論
文
と
な
っ
て
年
報
誌
上
に
登
表
さ
る
、

に
至
つ
π
の
で
あ
る
。
同
時
に
原
始
人
民
の
知
力
的
機
能

に
封
ず
る
研
究
は
斬
に
認
識
の
甦
會
學
的
研
究
と
な
っ
て

現
れ
、
形
而
上
學
的
叉
は
論
理
的
認
識
論
以
外
噌
の
新
レ

き
交
獄
を
認
識
論
の
學
史
上
に
寄
賞
す
る
に
至
つ
π
の
で

あ
る
。
（
こ
れ
に
就
い
て
は
既
に
本
誌
第
九
號
に
於
て
斌
會

學
的
認
識
論
な
る
題
目
の
下
に
米
田
先
生
の
詳
細
な
る
説

明
が
あ
る
。
）

　
彼
の
影
響
學
詮
の
詳
細
、
及
び
こ
れ
に
…
封
ず
る
批
判
等
・

は
今
こ
＼
に
述
ぶ
る
蓬
が
な
い
。
只
私
は
不
完
全
な
が
ら

彼
の
三
更
及
び
彼
め
魅
七
号
的
研
究
の
一
斑
を
述
べ
て
乙

の
近
代
忍
女
三
界
の
一
興
撃
の
計
に
暫
し
て
深
甚
な
る
哀

悼
の
意
を
表
す
る
に
止
め
碧
い
。

一
二
三


